
*4 ユニセフ（国連児童基金）・イノチェンティ研究所（IRC、旧称「国際子ども発達センター」）は、ユニセフの調査研究能

力を強化し、世界中の子どもたちの権利擁護を支援するために、1988 年に設置された。研究所は、ユニセフの取り組み「子

どもにやさしいまち」の中心的な役割を担っている。
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ユニセフが「川西型オンブズパーソン」を視察へ 12月

イノチェンティ研究所 トロンド・ヴォーゲ氏

子どもの権利条約の普及、子どものいじ

めや虐待等の防止策の研究や世界の子ども

の状況把握などをしているユニセフ・イノ

チェンティ研究所（イタリア）*4 の上級研

究員、トロンド・ヴォーゲ氏（前ノルウェ

イ子どもオンブズマン）が 12 月に川西市

を訪れました。この視察の目的は、川西市

の子どもの人権オンブズパーソンを研究す

るとともに、教育現場などの実態把握する

ことです。

初日は、市内の小学校と中学校を訪問し、

授業や部活動を見学。コンピューター学習

室で生徒と交流したり、委員会活動では教

壇に立って、直接生徒へ「校則」や「いじ

め」について質問を行いました。ヴォーゲ

さんは、子どもたちが元気で笑顔が多いこ

とに感心されておられました。

2 日目は、市役所で、市長・教育長を

表敬訪問し、「ユニセフとしても、すば

らしい川西の子どもオンブズ制度を国際

社会でも広く紹介していきたいし、応援

している。今後も発展的な取り組みを期

待している」と述べられました。

また、オンブズパーソンらとの意見交換

も行いました。ヴォーゲ氏は、ノルウェイ

のオンブズパーソン時代の経験なども交え

ながら、「子どもの権利条約という共通の

基盤を構築していくこと」、「子どもにや

さしいまちづくりの視点で考えていくこ

と」の大切さを述べられ、今後の活動を充

実させていく上でたいへん示唆を受けまし

た。また、地方自治体レベルで始まり、個

別具体の案件に丁寧に対応しているとして

「川西型子どもオンブズ」制度を高く評価

していただきました。

大塩市長を表敬訪問するトロンド・ヴォーゲ氏 同氏とオンブズパーソンらとの意見交換の様子
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